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社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会
は
、
平
成
十
四
年
四
月
に
、
福
島
県
及
び
い
わ
き
市
の
行

政
指
導
の
下
、
設
置
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
介
護
老
人
福
祉
施
設｢

望
洋
荘｣

、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
「
望
洋
荘
し
お
や
ざ
き
」
の
事
業
開
始
の
認
可
を
受
け
、
各
施
設
の
計
画
検

討
の
後
に
建
築
に
入
り
ま
し
た
。
当
時
の
り
ん
さ
く
福
祉
会
役
員
は
、
村
上
正
明
、
四
家
富
藏
、

須
田
滉
、
大
森
勝
壽
、
水
野
忠
一
、
須
田
美
保
子
、
飯
塚
博
之
、
松
本
興
三
、
田
子
知
良
、
佐

藤
仁
一
、
藤
社
良
輔
、
遠
藤
ユ
リ
、
吉
田
裕
子
、
松
田
克
彦
、
竹
沢
将
俊
、
森
勝
義
、
坂
本
百

與
〈
敬
称
略
〉
の
方
々
で
し
た
。
役
員
の
御
協
力
に
よ
り
無
事
こ
れ
ら
の
建
築
が
順
調
に
進
み
、

事
業
開
始
許
可
か
ら
約
一
年
後
の
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
に
開
所
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
職
員
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、
施
設
利
用
者
の
方
々
に
介
護
支
援
・
自
立
支
援
を
当
然

の
事
と
し
て
努
力
を
継
続
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
法
人
の
理
事
長
と
し
て
、
こ
こ
ま
で
無
事
入

所
者
、
家
族
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
十
八
年
五
月
に
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
「
望
洋
荘
豊
間
」
を
開
設
、
更
に
昨
年
の

十
一
月
に
は
、
私
ど
も
社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会
の
新
た
な
事
業
と
し
て
、
い
わ
き
市

内
郷
に
、
地
域
密
着
型
小
規
模
特
別
養
護
介
護
施
設
「
せ
ん
し
ょ
う
苑
」
を
開
設
し
、
軌
道
に

乗
り
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

て
完
成
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
若
干
の
遅
れ
は
見
た
も
の
の
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
に

開
所
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
陰
に
は
地
主
の
武
田
様
の
ご
好
意
、
請
負

建
設
業
者
（
常
磐
開
発
）
等
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
付

記
す
る
次
第
で
す
。 

 

法
人
設
立
十
周
年
に
当
た
っ
て
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
法
人
が
目
的
と
す
る
、「
生

活
を
支
え
る
介
護
・
人
間
ら
し
く
生
き
る
介
護
」
の
時
代
の
即
応
で
き
る
施
設
、

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
も
と
、「
生
活
を
共
に
し
て
い
く
ケ
ア
・
一
人
一
人
の
暮
ら
し

を
支
え
る
ケ
ア
」
に
対
応
で
き
る
優
し
い
心
を
持
っ
た
職
員
を
養
成
す
る
こ
と
に

私
ど
も
役
員
は
強
く
心
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
理
念
を
掲
げ
て
綴
っ
た
、
こ
の
一
年
間
の
望
洋
荘
・
せ
ん
し
ょ
う
苑

便
り
の
巻
頭
言
の
タ
イ
ト
ル
を
列
挙
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
私
ど
も
職
員
の
理

念
を
僅
か
な
り
と
も
感
じ
取
っ
て
頂
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。 

 

（
九
七
）「
望
洋
荘
」
開
設
九
周
年
を
む
か
え
る
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 

―
「
か
せ
ぎ
」
と
「
つ
と
め
」
に
つ
い
て
― 

（
九
八
）
足
る
こ
と
を
知
る 

（
九
九
）
物
を
大
事
に
す
る
と
い
う
事 

（
壱
百
）
望
洋
莊
便
り
百
号
発
行
記
念
に
寄
せ
て 

 
 

 
 

 
 

 

―
東
日
本
大
震
災
復
興
元
年
に
思
う
― 

（
百
一
）
チ
ッ
キ
の
思
い
出 

（
百
二
）「
リ
ヤ
カ
ー
」
の
思
い
出 

（
百
三
）
望
洋
莊
に
お
け
る
震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
に
感
謝
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

―
愛
知
県
医
師
会
交
響
楽
団
の
大
演
奏
会
― 

（
百
四
）
当(

社
福)

り
ん
さ
く
福
祉
会
理
事
長 

福
島
県
知
事
表
彰
受
賞 

（
百
五
）
新
盆
、
高
燈
籠
に
思
う 

（
百
六
）
豊
間
の
復
興
を
祈
る
。「
豊
間
の
ゴ
ジ
ラ
」
移
設
お
披
露
目 

 
 

 
 

 
 

 

―
「
第
九
回
望
洋
荘
祭
り
」
開
催
― 

（
百
七
）
ひ
ざ(
膝)

の
痛
み
の
ケ
ア 

（
百
八
）
せ
ん
し
ょ
う
苑
開
設
一
年
を
振
り
返
っ
て 

第１０９号 

平成２４年 

１２月発行 

社
会
福
祉
法
人
「
り
ん
さ
く
福
祉
会
」 

設
立
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 
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今
年
は
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
ク
リ
ス
マ
ス

飾
り
付
け
を
し
、
そ
の
結
果
を
点
数
化
し
て
競
い
合
い
ま

し
た
。 

ユ
ニ
ッ
ト
の
独
自
性
が
発
揮
さ
れ
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
装
飾
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
果
た
し
て
ど
こ
の
ユ

ニ
ッ
ト
が
優
勝
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

優
勝 

 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

 
 

 
 

 

準
優
勝 

 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

                         

  

 

 
 

介
護
士 

 

白
石 

貴
子 

  

入
社
し
て
未
だ
日
も
浅
く
、
毎
日
が
勉

強
の
日
々
で
す
。
入
居
者
様
や
先
輩
職
員

か
ら
多
く
の
事
を
学
び
つ
つ
、
色
々
と
指

導
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
一
日
も
早
く
信

頼
さ
れ
る
介
護
職
員
に
な
れ
る
様
、
努
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

看
護
師 

 

千
尋 

智
子 

  

九
月
よ
り
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
以
前
は
内
科
医
院
の
看
護
師
と
し
て

働
い
て
お
り
ま
し
た
。
望
洋
荘
で
の
仕
事

は
初
め
て
の
事
ば
か
り
で
戸
惑
う
事
だ
ら
け
で
す
。
一
日

も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
入
居
者
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

行
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

様
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

         

介護老人福祉施設 望洋荘 

大
山
祇
神
社
例
祭 

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

 

十
二
月
二
三
日 

（
日
）
午
後
二
時
よ

り
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
今
年

は
職
員
の
新
メ
ン
バ

ー
Ｓ
Ｓ
Ｂ
フ
ォ
ー
が

各
ユ
ニ
ッ
ト
を
歌
と

踊
り
で
巡
回
し
ま

し
た
。
入
居
者
様
は

突
然
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
始
め
は
驚
い

た
様
子
で
し
た
が

直
ぐ
に
音
楽
に
合

わ
せ
て
調
子
を
取
っ

て
、
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。 

十
二
月
二
二
日
（
土
）
望
洋

荘
裏
山
に
あ
り
ま
す
大
山
祇
神

社
例
祭
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

は
氏
神
様
の
石
碑
を
新
し
く
建

立
致
し
ま
し
た
。 

式
典
に
は
、
い
わ
き
市
豊
間

施
業
森
林
組
合
長 

馬
目
政
俊

様
、
会
計 

四
家
伸
明
様
、
豊
間

区
長 

鈴
木
徳
夫
様
、
諏
訪
神

社
神
主 

大
峰
常
矩
様
、
理
事

長
、
施
設
長
以
下
当
施
設
職
員

が
出
席
し
厳
か
に
執
り
行
な
い

ま
し
た
。 

新
入
職
員
紹
介 

 

電
飾
を
飾
っ

た
夜
の
ゴ
ジ
ラ

も
迫
力
が
あ
り

綺
麗
で
す
よ
。

是
非
是
非
、
見

に
来
て
下
さ
い
。 
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地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」 

「
誕
生
会
」
＆
「
釜
飯
昼
食
会
」 

ガストで 
お食事会 

釜飯で昼食会 
―みまや西― 

十
二
月
一
日
（
土
）
正
午
よ
り
、
中
村
武
男
さ
ん
八
十
四

歳
の
誕
生
会
を
兼
ね
て
、
釜
飯
を
出
前
で
取
っ
て
昼
食
会
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
の
ご
家
族
が
み
ん
な
で
父
の

誕
生
日
を
祝
っ
て
く
だ
さ
い
と
バ
ー
ス
デ
ィ
ー
ケ
ー
キ
を
準
備

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
が
ケ
ー
キ
の
蝋
燭
を
吹
き

消
し
て
か
ら
お
食
事
会
に
移
り
ま
し
た
。
釜
飯
は
あ
つ
あ
つ
ほ

か
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
蟹
や
い
く
ら
が
入
っ
て
い
て
見
た
だ
け

で
も
よ
だ
れ
が
出
そ
う
で
し
た
。
職
員
も
一
緒
に
家
族
団
欒

な
雰
囲
気
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ
ザ
ー
ト
に
ケ

ー
キ
を
食
べ
満
腹
の
表
情
。
中
村
さ
ん
も
嬉
し
さ
の
あ
ま
り

毎
日
誕
生
日
な
ら
良
い
な
と
冗
談
も
出
て
い
ま
し
た
。 

十
二
月
十
一
日
（
火
）
十
一
時
か
ら
入
居

者
様
三
名
で
「
ガ
ス
ト
」
に
食
事
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
今
回
は
イ
タ
リ
ア
ン
が
メ
イ
ン
で
ピ
ザ
や

ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
き
ま
し

た
。
ビ
ー
ル
の
お
供
に
も
最
高
と
の
こ
と
。
こ
の

他
に
も
マ
グ
ロ
た
た
き
丼
を
頬
張
る
姿
も
あ
り

ま
し
た
。 

十
二
月
二
五
日
（
火
）
午
後
か
ら
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
体
調
を
崩
さ
れ
た
入
居
者

様
が
多
く
全
体
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
職
員
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
写
真
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
入
居
者
様
も
大
喜
び
で
し
た
。
ま
た

全
員
に
ピ
ン
ク
の
ス
ト
ラ
イ
ブ
が
入
っ
た
可
愛
い
タ
オ
ル
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
何
故
か
？
貰
っ
た
タ
オ
ル
を
頭
や
首
に

巻
か
れ
る
入
居
者
様
が
多
く
…
そ
れ
が
サ
ン
タ
さ
ん
の
よ
う

で
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
花
を
添
え
て
い
た
感
じ
で
し
た
。
お
茶
を

飲
み
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
み
ん
な
で
談
笑
し
た
り
、
歌
を

唄
っ
た
り
の
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
し
た
。 

十
二
月
七
日
（金
）正
午
か
ら
「
み
ま
や
西
」

ユ
ニ
ッ
ト
で
釜
飯
の
出
前
を
取
っ
て
昼
食
会
を

行
い
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
日
頃
か
ら
新
聞

広
告
を
見
て
い
る
入
居
者
様
か
ら
の
要
望
で

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
具
材
の
釜
飯
を
注

文
し
て
普
段
と
違
う
昼
食
に
と
て
も
美
味
し

い
と
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。 
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来
年
の
二
月
よ
り｢

確
定
申
告｣

が
始
ま
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
に
関

し
て
は
、
「
望
洋
荘
」
お
よ
び
「
せ
ん
し
ょ
う
苑
」
の
利
用
料
金
の
一
部
が

｢

医
療
費
控
除｣

の
対
象
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
平
成
二

十
四
年
一
月
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
二
月
ま
で
に
お
支
払
い
た
だ
い
た

利
用
料
金
が
対
象
と
な
り
ま
す
。｢
医
療
費
控
除｣

と
な
る
対
象
金
額
は
、

各
月
の
利
用
料
金
領
収
書
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
※
１｢

医
療
費
控

除
対
象
額｣

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度｢

確
定
申

告｣

の
対
象
と
な
る
領
収
書
は
、
領
収
書
の
右
下
に
あ
り
ま
す
※
２
領

収
印
の
日
付
が
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
二

月
三
十
一
日
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
、
ご
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
今
ま
で
申
告
の
際
、｢

医
療
費
控
除｣

を
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
も
、
数

年
さ
か
の
ぼ
っ
て｢

医
療
費
控
除｣

を
申
告
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
対
象

金
額
等
で
の
問
合
せ
は
、
「
望
洋
荘
」
お
よ
び
「
せ
ん
し
ょ
う
苑
」
の
事
務

ま
で
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

          

  

望  

洋  

荘 
 

一
月 

一 

日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り 

 

「
新
年
顔
合
わ
せ
」
塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

  

一
月
二
十
日
（
日
）
正
午
よ
り 

 

「
新  

年  

会
」
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

  

せ
ん
し
ょ
う
苑 

 

一
月 

一 

日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り 

「
新
年
顔
合
わ
せ
」
み
ま
や
広
場 

 

一
月
十
五
日
（
火
）
一
時
よ
り 

「
と
ん
か
つ 

ま
る
兵
衛
」
み
ま
や
南 

 

一
月
二
三
日
（
水
）
正
午
よ
り 

「
新  

年  

会
」 

み
ま
や
東 

 
「ガ
ス
ト
で
テ
ィ
―
タ
イ
ム
」
午
後
二
時
～ 

一
月
十
七
日
（木
） 

み
ま
や
東 

一
月
二
八
日
（月
） 

み
ま
や
東 

          

          

み
ま
や
南 

一 

み
ま
や
東 

一 

み
ま
や
西 

一 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

 

一 

 

一 

 

一 

 

一 

 

一 

 

一 

 

一 

望  

洋  

荘 

永

崎 

豊

間 

四

倉 

薄

磯 

薄

磯 

薄

磯 

勿

来 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

二
六 

二
三 

十
五 
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寒
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
も 

お
身
体
に
は 

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。 

 風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

が
皆
様
方
を
潜
ん
で
狙
っ
て

い
ま
す
。 

 


